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第 4 回キャビネット会議 

会員増強・指導力育成委員会 委員長報告書 

『退会防止マニュアル』 
 
 

はじめに 
 

この度、本委員会で『退会防止の報告書』を作成いたしました、貴クラブにおかれ

ましては各項目をチェックリストとして、ご利用いただければ幸いと思います。 
 
 

基本(全体)関係 
 

（１）「ライオンズの誓い」の精神をクラブ活動は勿論、一般社会でも、常に持つよ

う心がける。 
（２）ライオンズルールの厳守、少なくとも[ライオンズ必携]を理解、記憶しておく。 
（３）ライオンズメンバーは常に常識人としての言動に務め、一般人の模範になる様、

研鑽に努める、ましてや、人格欠落者になってはならぬ。 
（４）ライオンズメンバーは老若男女の組織であり、皆、同級生であるが、時には L

の立場を忘れ、年齢的な先輩、後輩に対して暴言的発言、命令調発言にならぬ

様注意する。 
（５）メンバーの老齢化が起りつつあるが『奉仕』の心があれば、体力にみあった役

職を与える事が、退会防止の一助にもなる。 
（６）時の三役により、不満を抱く会員には『あきらめない！』〔一年交代〕で続け

て活動する事に理解を求める。 
 
 

クラブ運営関係 
 

（１）年会費、ドネーション、ファイン、その他の負担金は、他クラブに合わせるの

ではなく、自クラブで低額化を計る。 
（２）上意下達は行わず、常に、議長、司会者は、あまり発言しない会員にも意見を

述べる機会を与えると共に、自由にものが言える雰囲気を作る。 
（３）古い会員や個性ある会員の発言により、会の中に不和が生じ、人事、運営、活

動等に影響が出てくるので、『一人の英雄はいらず、全員が英雄である』をめざ

す。 
（４）クラブ運営の不満は、退会者を出すだけでなく、同調退会者まで増加させる。 
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例会関係 

 
（１）楽しい例会の開催に努める、クラブごと、年次ごと、年齢ごと、他の条件ご 

とに、各クラブが試行錯誤を繰り返し、見つけ出す努力をする。 
（２）会員の交流の一助として、名簿順又は委員会別等で２～３名で何か催し物をし

てもらう。 
（３）会欠席者がでた場合は、次回にむけて、『お声がけ』ルールを作る。(始めはス

ポンサー、次は幹事、３回目は会長が連絡を入れる等。) 
（４）例会での飲酒には注意すること、ましてや、二次会、三次会となると、酒で不

和を起こす者も出てくる、これは、ライオンズマンとして、人として厳に慎む

ことである。 
 
 

委員会活動関係 
 

（１）全員が委員会に所属するが、活動する委員会とそうでない委員会がある、活動

の少ない委員長は、極力、委員親睦も視野にいれて委員会を開催する。 
（２）全員参加型で、クラブ会員が『奉仕活動して良かった』と言える様なアクティ

ビティーの開発、開催を思考する。 
（３）委員会の任期は１年なので、知識、経験が充分ないと、準備期間が長くなり、

委員会活動の期間が縮小されてしまう、よって、新しいクラブでは、委員会活

動報告書を作成し、次期委員長に引き継ぐ。 
 
 

新入会員、退会者関係 
 

（１）会員増強については、出来うれば、量より質を重視したい。 
（２）新入会員へは、年次をおって各クラブ メンバーがフォローを担当する。 
（３）新入会員は、同級生と思って行動せよ。上下関係ではない。 
（４）退会者が出た場合は、真の退会理由をあらゆる手を尽くして把握する、次の退

会者を出さぬ為。 
 
 

おわりに 
 

（１）ライオンズ メンバーは、常に己の人格の向上に努力しなければならない。 
 

以上  
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第４回キャビネット会議 委員長報告書  

委員会名 エクステンション・リテンション委員会 
委員長   L 山口 泰男            

2007 年 6 月 18 日（月） 
報告事項 
当委員会は今期の活動目標として、次の 2 点を掲げました。 

１．新しいクラブ（合併を含む）の結成を 3 クラブ以上目指すこと。 
２．各クラブ（特に結成 3 年以内のクラブ）の運営・活動についての情報を収

集し、必要なクラブには適切なアドバイス及び指導を行うこと。   
 
実施結果は下記のとおりです。 
[１] 新しいクラブの結成は 1 クラブです。 

名 称      ： 「東京イーストライオンズクラブ」 
スポンサークラブ ： 「東京上野東ライオンズクラブ」 
結 成 会    ： 平成 19 年 2 月 19 日（月） 
チャーター申請  ： 平成 19 年 5 月 7 日付 申請中 
チャーターナイト ： 平成 19 年 6 月 23 日（土）予定 

なお、関係クラブの「東京新宿北ライオンズクラブ」はステータス・クオの解

除申請（平成 19 年 4 月 3 日）をし、4 月 25 日付けで解除されました。 
[２] 合併クラブの成立は 1 クラブです。 

合併クラブ ：「東京神田ライオンズクラブ」と「東京本郷ライオンズクラブ」 
合併後の名称：「東京中央ライオンズクラブ」 
合併目標  ：平成 19 年 7 月 1 日（日）（平成 19 年 5 月 17 日付 申請中） 

[３] 結成 3 年以内のクラブ、13 クラブに対し、アンケート調査の協力をお願

いしました。その結果は臨時第 1 回キャビネット会議に報告したとおり、各ク

ラブ共、それぞれ独自なアクティビティを実施しながら努力、健闘しているこ

とが確認でき、早急に当委員会の支援を必要とするクラブはありませんでした。 
[４] 委員会は、6 回開催いたしました。 
・第 1 回（2006.8.25） 委員会の方針、活動目標、スケジュールの決定 
・第 2 回（2006.9.15） Y クラブ結成準備委員の出席：問題点を整理 
・第 3 回（2006.10.13） Y 及 F クラブ設立準備委員長、委員の出席：情報交換 
・第 4 回（2006.11.17） アンケート調査結果の中間整理 
・第 5 回（2007.3.16） E クラブ結成会に対する委員会の役割、見解を整理 

合併クラブの会長、委員の出席：合併手続きの検討 
・第 6 回（2007.5.25） 委員会の今期活動報告のとりまとめ 
[５] 目標の 3 クラブの結成は出来ませんでしたが、来期の誕生に向けて、種は

蒔くことができましたので、来期に芽が出て、花開くことを期待しています。 
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第４回キャビネット会議委員長報告書（又は審議事項） 

 
                  委員会名  緊急災害援助対策委員会 
                      委員長名  Ｌ 白 川 良 和 

 
 
報告事項（又は審議事項）                             
                                        
１．０６～０７ 今期の総括                              
                                        
                                        
２．東京直下型地震の想定                                       

                                        
                                        
３．ライオンズと災害  “救援、復興、再建”                                       

                                        
     いつ起きるか「直下型地震による緊急災害のへ対処」                                  

                                         
                                         
４．東京直下型大地震                                        

   あなたは震度６強を生き抜くことができるのか？                                      

                                           
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                         
                                        
                                          
                                         
                                        
                                        
（注）５月２８日（月）までに３３０－Ａ地区キャビネット事務局ＦＡＸにてご提出くだ

さい。 
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第４回キャビネット会議委員長報告書 

委員会名 薬物乱用防止委員会 

委員長名 Ｌ．阿 部 昭 男 

報告事項 
委員会１年間（2006 年 7 月 1 日～2007 年 6 月 30 日）の活動報告 
1. 7 月、担当副幹事と相談してガバナー方針である、まずＡ地区内のクラブに薬物乱用防止教室を如

何に多く開催していただくにはどうしたらよいか、という基本方針のもと、どのように 1 年間活動

していくか話し合い、運営基本方針を作成し、ガバナーの了承を頂き正副委員長会議にて決定する

こととした。 
2. 7 月、地域に密着して区市町村の教育委員会などを通して、学校に薬物乱用防止教室をお願いする

ためには、東京都との繋がりを強くしていかなければならないということで、都福祉保健局健康安

全室薬務課の芦野課長に挨拶に行き、話し合いをした結果、東京都主催の薬物専門講師養成講座を

開催して頂き、修了証をいただくことが一番の早道ではないかと思われましたので、その後 7 回程

お願いに通いました。結果、芦野課長が部長の方へ我々の熱意をお話してくださり、12 月又は 1 月

頃ということでライオンズクラブのために特別講習会を開催して頂けるというご返事を芦野課長よ

り頂きました。この件について黒田副幹事よりガバナーへ報告して頂きました。 
3. 7 月、上記の結果、認定講師の方は 330 複合地区と財団法人麻薬覚せい剤乱用防止センター（以下

センターと記述）との共同認定証と東京都の講習会を受けることにより（修了証）、2 枚の認定証を

提示して学校との交渉にあたることが出来るので、より信頼性が増すと考えられます。そのために

はセンターの了承を得なければならないため、センターを訪問し阿部部長にお願いして了承して頂

きました。 
4. 今までは期の初めに各クラブ会長・幹事・認定講師セミナーを開催しておりましたが、（1 年の委員

会活動の予定を知っていただくため）今期は認定講師の方々のレベルアップを目的にした勉強会（模

擬講演会）をＡ地区を 3 ブロックに分けて実施したい旨を副委員長に提案した所、全員賛成して頂

き、勉強会と認定講師更新補講を兼ねて行うことにより、3 回の補講のチャンスがあることから、

センターに了承を取り付けるべき阿部部長と交渉しＯＫを頂きました。 
5. 上記事項が交渉の結果、東京都、センター、ガバナーの了承を頂きましたので、第 1 回委員会を 8

月 23 日ＣＡＢ事務局にて開催し、この 1 年間の活動計画を説明して委員の方々にご理解、ご協力の

お願いをし、その後初顔合わせ会を行いました。 
まず、新規養成講座及び更新講座を 11 月 20 日（月）台東区役所で開催（複合地区委員寺田Ｌが事

前に申込をして取って頂いていたため）決定。早速、各クラブに出す書類作成やその他打合せをし、 
センターの阿部部長と関係官庁（厚生労働省、警察庁、文部科学省）に訪問し、講師のお願いをし

て廻りました。第 2 回委員会を 9 月 14 日開催、10 月 20 日小委員会、11 月 9 日第 3 回委員会開催。 
6. 11 月 15 日、麻薬・覚せい剤乱用防止運動東京大会（日比谷イイノホール）に委員会及び各クラブ

より 25 名参加。委員長がライオンズクラブを代表して来賓の挨拶を行いました。 
7. 11 月 20 日、台東区役所にて第 10 回薬物乱用防止教育認定講師新規養成講座及び第 8 回更新講座が

開催されました。結果、新規取得者 105 名、更新取得者 185 名の計 290 名の方が決定いたしました。 
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8. 12 月 11 日、第 4 回委員会開催。東京都主催の薬物乱用防止専門講師養成講座案内は 11 月 6 日各ク

ラブに発送済、又 11 月 24 日にはＺＣＰへ各クラブへの働きかけのお願いを文書にて発送済である

が、12 月 25 日までに東京都へ申込名簿を提出しなければならないため確認作業をし、2 月 19、21、
23 日に行われるステップアップセミナーの案内を 12 月 12 日に各クラブ文書発送の確認作業をし、

その後忘年会を開催。 
9. 12 月 23 日、品川区マラソン大会に品川・五反田・大井・荏原ＬＣより要請があり、委員会より 5

名出席。 
10. 1 月、東京都よりポスター、標語入賞作品利用依頼があり、ガバナーに相談して The Lions News

に掲載して頂くことになり、ＰＲ情報委員会にお願いいたしました。2007.3.②掲載済。 
11. 1 月 24 日、東京都主催薬物乱用防止専門講師養成講座開催（東京都社会福祉保健医療センター）に

て 152 名の方が修了証をいただきました。当初 200 名を越す申込があり、一部お断りしたメンバー

もいましたが、当日無断欠席者が多く、無理に開催して頂いた東京都に対して大変申し訳なく思い

ました。今後、メンバーの方に対しては気をつけて頂きたいと思います。 
12. 1 月 30 日、第 5 回委員会開催。ステップアップセミナー申込〆切り前日でもあり、再度各クラブ、

ＺＣＰに対して受講要請をすることとして、2 月 2 日に文書発送。 
13. 2 月 13 日、第 6 回委員会開催。ステップアップセミナー1 週間前でもあり、出席者数及び講師の確

認作業をしていたが、出席メンバーで勘違いをされて講師希望に○を付けていた方が多く、改めて

講師をして頂く方を探し、お願いすることとし、各委員がそれにあたることとした。 
14. 2 月 19、21、23 日憲政記念館にてステップアップセミナーを開催。セミナーの受講者 3 日間合計

147 名。内セミナー受講で認定講師更新補講の方 82 名。結果、今期新規取得、更新、更新補講の方

合計で 372 名の方が認定講師として通しナンバー付の新認定証を頂きました。 
15. 2 月 20 日、銀座中学校にて築地市場ＬＣ主催による薬物乱用防止教室があり、委員長と片江副委員

長が出席。片江副委員長が講師を務めました。 
16. 2 月 26 日、ガバナーアワード審査会、委員会全員で審査をし、委員会としての選定をいたしました。 
17. 3 月 9 日、町田第 5 小学校にて町田ＬＣ主催による薬物乱用防止教室が開催され、委員長が出席し

父兄に対してパネラーとしてお話をいたしました。 
18. 4 月 16 日、第 7 回委員会開催。薬物乱用防止教室実施実態調査未回答クラブに対して連絡をするこ

とと、認定講師名簿作成のためのデータの再確認のお願いを両方とも 4 月 25 日〆切りで各クラブに

お願いしてあるが、早急にまとめて書類作成が出来るようにすることとし、名簿も剰余金にて作製

することを決定いたしました。 
19. 5 月 14 日、薬物乱用防止全国大会参加要請（複合委員会にてＡ・Ｂ・Ｃ委員長に文書発送を要請さ

れた）ＣＡＢ事務局にてＡ地区全認定講師へＦＡＸ作業。 
20. 全国大会運営委員会より出席要請があり、正副委員長出席。当委員会は総務部会に入る。 
21. 6 月 7 日、全国大会リハーサル（日本武道館）13：00～17：00 
22. 6 月 8 日、薬物乱用防止全国大会 9：30 集合 
23. 6 月 24 日、「6・26 国際麻薬撲滅デー」平成 19 年度「ダメ。ゼッタイ。」普及運動が池袋西口公園

で 13：30～16：00 迄実施されます。今回は豊島ＬＣも協賛し、委員会と共に参加活動いたします

が、近くのＬＣメンバーの方の多数の参加もお願いいたします。特に 12Ｒ1Ｚ芦田ＺＣＰ（豊島Ｌ
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Ｃ）におかれましては、ゾーン内の協力参加を要請していただけけたら幸いです。委員会は当活動

終了後、東中野の日本閣にて第 8 回委員会を開催。引き継ぎ書の確認を行い、1 年間の活動を終了

したいと思います。 
24. 薬物乱用防止教室実施実態調査結果について、5 月 25 日現在で回答クラブ 117、未回答クラブ 90。

回答クラブの実施報告で実施していないクラブ 77、実施したクラブ 40、実施内訳として実施校数

全 89 校（小・35 校、中・52 校・高 2 校・その他 6 地区）その内、5 校以上実施しているクラブは

葛飾、江戸川東、中野、玉川、日野、八王子陵東、15Ｒ1Ｚ6 クラブ合同での実施となっております。

2004～2005 年度の調査では実施クラブ 16、計 46 校でしたので 2 年前より少しづつ前進している

のではないかと思われます。又、報告書はまとめておりますので詳細をお知りになりたい方は委員

会に申し出てください。 
25. 認定講師名簿に関して 2 年前発行した名簿は前期の新規、更新が確定していれば今期の 372 名（セ

ンターで確認済）でデータを次期委員会に引き継ぐことで済むわけですが、退会者の届出がクラブ

から出ていないとか、一部講師として資格があるにもかかわらずデータ漏れがあったりということ

で、受講者より頂いた費用の剰余金で作製、配布することにいたしました。データ再確認の際には

会長、幹事、事務局員様には大変お手数をお掛けいたしました。ありがとうございました。 
26. この報告書は、各クラブメンバーから参加費を頂いて 1 年間委員会として活動してまいりましたの

で、会計報告書も含めてＺＣＰ様にはガバナー諮問委員会において各クラブ会長様にお渡しくださ

るようお願いいたします。 
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委員長　阿 部 昭 男

金　額 金　額

11月20日

【薬物乱用防止教育認定講師養成講座

　　　　　　　　　　　及び更新講座】

講習会受講料 ＠3000×290名 870,000 ペットボトルお茶代 ＠80×336本 26,880

名入れアドレス印代 3,990

講座タイトル看板他 26,250

振込み手数料 262

認定証製作代 580,000

振込み手数料 210

小計 870,000 小計 637,592 232,408

1月24日

【東京都主催薬物専門講師養成講座】

受講者 155名 0 0

小計 0 小計 0 232,408

2月19日・21日・23日

【薬物乱用防止教育認定講師

　ステップアップセミナー及び更新講座】

セミナー受講料 ＠3000×147名 441,000 憲政記念館第１会議室使用料 59,160

更新料 ＠3000×82名 246,000 センター更新料 ＠2000×82名 164,000

懇親会費 ＠3000×120名 360,000

振込み手数料 210

小計 687,000 小計 583,370 336,038

受取利息 2月 63 336,101

受取利息 通帳解約時 112 336,213

認定講師名簿製作代 発送手数料、振込料込 340,000 △ 3,787

阿部委員長よりドネーション 3,787 0

残高 0

今期キャビネットからの補助金なしで、参加者の会費のみで委員会を運営いたしました。当初、麻薬覚せい剤乱用

防止センターから、今期より認定証の発行と教材費で３，０００円に値上げしてほしい旨の連絡をいただきました

が、交渉の結果、来期より３，０００円ということで、今期は２，０００円でお願いいたしました。

又、ステップアップセミナー参加者が懇親会に出席しないで帰られる方が多く、２日目、３日目で調整し、剰余金

が合計で３４０，０００円ほど出ましたので、認定講師名簿を作成させていただくことにいたしました。現在、

データを各クラブに確認、訂正していただいております。来期より１４リジョンになるとのことなので、データを

そのように直しております。最終確認後、印刷、製本作業に入り、６月中には認定講師全員と各クラブ控え用１部

を、各クラブにお送りいたしますので宜しくお願いいたします

第４回キャビネット会議委員長報告（会計の部）

                                   薬 物 乱 用 防 止 委 員 会　　                  

摘　　　要 摘　　　要
残　高

収　支　決　算　報　告　書

　（2006年7月1日～2007年6月30日）

収　入　の　部 支　出　の　部
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